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海 野 十三 



左右に 分れて 睨み あつたる 二 組の 人影。 それが あたり 

はは 力 す こも A く 

を 憚りつつ 凄文句 を 叩きつ け 合う。 時々 声高に なつ 

て 言葉に 火花が 散る とき、 かれ 袋 探偵の 酔 払った 耳底 

に、 その 文句の 一節が 切れ切れに とびこむ …… 

水 鉛鉱の すばらしい 鉱山が 見つかった。 

かしょう た ふく やま 

その 仮称お 多 福 山の 場所 は 秘密 だ。 

おぬし だけが 知ってい るんだ。 

とんでもない。 

金山 源 介 は 殺された —— お 多 福 山の 宝 を 見つけて、 

見本の 原鉱 を 掘り だした 男 



んだ。 それ を 今、 半分に 破いて こっちへ 寄越せ。 

ちょ ッ、 悪い 者に 見 こまれた よ。 じゃあ 今 出して、 

それ を 半分に する から …… ちょ つ と 待つ ていて 下さい 

よ。 

その 次に 起った こと を、 袋 探偵 はわり あい はっきり 

覚えて いる。 

ののし 

というの は、 たちまち 身近に 起った 大乱 闘。 罵る 声 _ 

悲鳴。 怒号。 殴りつ ける 音。 なに かがしき リに 投げつ 

けられる 音。 それから 乱れた 足音。 遠の く 足音。 …… 

袋 探偵 は、 八つ手の かげで、 いくたび となく 立とう 



それから 彼 は 無事に 自分の 事務所 へ 戻り ついた。 

戸 を あけて 玄関に はいると —— 彼 だけが 知っている 

暗号 錠の 動かし 方に よって、 彼 はこの 戸 じ まり 厳重な 

屋内 へ はいる y J とが 出来る ので あつ た —— 忠実な ば あ 

せき 

や 関さん が 起きて 来て 出迎えた。 午前 二 時 をす こし 

廻って いた。 かくべつ 用 はない から、 ばあや さんに は 

自分の 寝室へ 引取って 貰って、 彼 もまた 自分の ベット 

を 探し あてて、 中へ もぐりこんだ。 

袋 猫々 は 何も 知らなかった が、 彼が 公園 を 出た あと 

三十 分 ほど 経って、 三人の 男が この 公園の 中へ 駆け こ 

んで 来た。 そして さっきの 格闘の あとの 地面の 上 を 嗅 



ぐよう にして、 しきりに 何 か を 探し 始めた。 

き ゅラ しゅ 

彼ら は 一時間 ほど 探してから、 三人 鳩首して 首 を 

かしげ、 晴れない 顔 付の ままで 公園から 出て いった。 

当夜、 袋 探偵が 拾った 折飽 は、 烏啼天 駆の 義弟の.， 碇 

健 二の 鞠だった。 その 中には 烏啼 にと つて 非常に 重要 

機密なる 書類 も いくつか はいって いて、 あの 翌朝、 袋 

探偵 をたい へん 喜ばせた ものである。 彼 は その 書類 だ 

け を 鞠から 抜き だして、 彼が 最も 信頼す ると ころの 書 

斎の 壁に はめつけ の 金庫の 中に しまった。 鞠の 方 は、 

ガラス 

硝子 戸棚の 中に 入れて、 鍵 を かけて しまった。 

彼 は、 烏啼 に対して は、 全然 知らない 顔で いる こと 



その わけ は、 彼が 過日 八つ手の しげみの 間の 中で 

酔 耳 (というものがある として) を 通して 聞いた 奇怪 

な 事実の 研究に 没頭して いたから だ。 

その 結果、 あの 貴重な 水 鉛鉱の 話が 本物で ある こと 

を 確め た。 また それ を 発見した 真の 権利 者で ある 金山 

源 介が 死んで いる こと も 確め た。 彼 は 悪い 酒 を 飲んだ 

あとで 下宿で 死んだ ことにな つていて、 確かに 殺害 さ 

れ たこと に はなって いなかった。 

笹山 鬼ニ郎 という 人物 も 確かに 実在して いた。 彼 は 

弓 削 組に 属して 請負い 仕事 を やって いる 三十 男で あつ 

た。 しかし 彼 はこのと ころ 弓 削 組へ 顔 を 出さない こと 



われない。 何 か 作為が 秘められて いるの だ。 

次に、 この 二百 字 を 分類して 見る。 どの 字が 最も 多 

いか、 多い 順に 字 を 並べて みるがいいだろう。 

その 結果、 次の ことが 分った。 

ン (二十 九 個) が 第一 位 だ。 次はィ (十四 個) だ。 

第三 位 は 力 (十 一 個) だ。 

それから は、 ノ (八 個)、 マ (九 個)、 卜 (七 個) あ 

と はずつ と 数が 少く なって いる。 

「これ はどう もお かしい。 たった 二百 字の 暗号文に し 

ろ、 日本 文字の 使用 頻度の 統計と だいぶん 違って いる。 

ヲ、 二、 ヮ、 ル など 相当 多くなければ ならぬ 害の 文字 



「ふうん。 前半と 後半と は、 まるで 他人の よう だ。 I 

I そこで これ を 仮 りに 別物と してみ よう。 そして 分析 

してみ る」 

まず 前半から だ。 出て 来る 文字の 頻度 を かぞえて み 

る。 

ン (二十 五 個)、 次 は 力 (九 個)、 次はィ (五 個)、 ノ 

(五 個)、 シとナ が 共に (四 個) だ …… 

「これ はいよ いよ 無茶苦茶 だ。 日本 文字 頻度 統計 を 

すっかり 破って いる。 —— そこで、 これ は 意味の ある 

言葉 を 分解し て 配列が え を やった ので はない という こ 

とが 分る。 して みれば、 これ は 一 体 何 だ。 どんな 役柄 



シ ゼンチ ホウ ミン ノシ 

、ン ノ ノ、, 、 一 4J\ 「「、一 

二 カン セズ ナオ ミン 力 

ン 二 ソノ サン カン ヲコ 

ワン ト カン ゼシナ ラン 

この 四角な 文字の 配列 を 眺めて いると、 この 中の ン 

という 文字 は、 たしかに 或る 符牒 を 示す ものであると 

察せられる。 言葉 を 構成して いるもの ではない の だ。 

しからば その 符牒と は どんな 符牒 か。 

句読点 か。 
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紙に 窓 を あける 



黒丸が ンの字 だ。 

「それ を 句読点と する。 すると 始めの 文字から 拾って 

いって、 四字丄 一字 • 五 字. 一字 丄 一字 • 七字丄 一字 . 



十四 字、 第 十六 字、 第 十九 字、 第二 十七 字、 第三 十字 

…… となる。 試みに、 その 番号に 相当す る 文字 を、 後 

半の 百 文字の 中から 拾って みょう。 

すると 第五 字 (ィ )、 第 八 字 (ソ) 第 十四 字 (ギ )、 

第 十六 字 (ァ )、 第 十九 字 (ン )、 第二 十七 字 (ゴ )、 第 

三十 字 (ゥ) …… であるから、 この 順に 文字 を 拾って 

みると イソ ギア ンゴ ゥ イソ ギア ンゴ ゥ 

"急ぎ 暗号" かなよ ろしい。 もっと 先 を 拾って みょう。 

「第三 十一 一字 (ヲ )、 第三 十六 字 (モ )、 第三 十八 字 (チ )、 

第 四十 五 字 (テ )、 第五 十三 字 (モ )、 第五 十八 字 (ゥ )、 

第 六十 一 字 (シ )、 第 六十 四 字 (ァ )、 第 六十 六 字 (ゲ )、 



第 七十 字 (マ)、 第 七十 三 字 (ス) —— ヲ モチテ モウ シ 

ァゲ マス。 始めから だと * 急ぎ 暗号 を もちて 申 上げ ま 

す々 となる、 これ だ。 

後半の 文字の 中から、 ンの 文字の 個所に あたる 文字 

を 拾えば、 暗号 は 解ける の だ。 よし 分った。 それなら 

先 をつ づけよう。 

「グ 急ぎ 暗号 を もちて 申 上げます 例の 男 は〃 ここ 

までで 二十 五 字と なる。 これ だけで は 文章が 尻切れ 

とんぼ 

蜻蛉 だ。 その 先 は どこに 隠れて いるの だろう。 

も つ と 暗号文 は 永く 続いて いるので は あるまい か。 

用箋の 第二 枚、 第三 枚が あるので はなかった か。 しか 



ちい もしう ととうみ け 

しても あえげい こリま 

よと すかい るう よれお 

いんん うはの なおな す 

を とれ つ こた でれ す は 

こうして おいて、 前半の 文字 を 四角に 並べた 白黒 表 

を この 上に 重ねる。 ンの ところ つまり 黒丸のと こ 

ろ だけ を ナイフで 穴 を あけて おく。 ここに 出して ある 

ような 形 だ。 
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これが 出来る と、 あと はもう 楽であった。 二十 五 字 

を 四 倍 すれば 百 字 になる わけ だから、 この 窓の あいた 

紙 を、 百 字の 暗号文の 上に 重ねて、 まず 〃急ぎ 暗号… 

…例の 男， までの 二十 五 字 を 読んだ あと、 この 窓 あき 

紙 を 九十 度 又は 百八十度 廻して 暗号文に 重ねて、 窓の 

あいている ところから 下の 文字 を 読めば いいので あつ 

た。 

それ はまず 窓 あき 紙の (1) なる 向きに 置いた の を 

次 は (2) なる 向きに 変える。 つまり 左へ 九十 度 廻す 

ので ある。 すると、 

〃前 島 セン 一 と 偽名し 富 子と いう 女 を 連れ， と 文章の 



切れっ端が 出て くる。 

次 はまた 左へ 九十 度 廻して (3) なる 向きで 文字 を 

拾い その 次に また 廻して (4) なる 向きで 字 を 拾う。 

これで 百 字の 暗号が、 きちんと 文字に なった。 すな わ 

ち、 全文 を 読む と、 

* 急ぎ 暗号 を もちて 申 上げます。 例の 男 は 前 島 セン 一 

と 偽名し、 富 子と いう 女 を 連れ、 一昨日 以来、 原の 町 

ともえ 旅館 離れ 竹の 間に 泊り こみ 誰か を 待 受けて いる 

様子です〃 

となる。 

「はは あ、 例の 男と いうの は笹山 鬼ニ郎 のこと だな」 



袋 探偵 は 直感した。 

今日の 掏摸が 只の 掏摸でなかった こと は、 彼奴の 用 

いた 念入りな 手から 察しが つく。 烏啼の 一味 か、 或い 

は笹 山の 一 派 かと 考えた が、 この 暗号文から 推測す る 

と、 どうして もこれ は 烏啼の 部下から 本部 又は 碇健ニ 

へ 送った 情報に 違いない。 

「そうか。 こういう 暗号文 を 手に入れ たからに は、 わ 

し は 原の 町 へ 至急 出張 せんけ リ やならん 定石 だ」 

さ ゅラキ J よ 

彼 は 急遽 自動車 を 操縦して 外出した。 



記録すべき 応対 



表に 張り込ん でいた 烏啼の 部下 は、 その都度 本部へ 

報告 を 送った。 

が 袋 猫々 が、 周章て て 自動車で 外出し ました" 

〃上野 広小路で 買物 をし ました。 旅行 飽を 買い、 食料 

品 を 買い、 トランプ を 買いました" 

"上野 駅で、 原の 町 行きの 二等 切符 を 買いました， 



"駅前の 本屋へ 寄りました。 サ トウ • ハチ 口 ー の 詩集 

と 旅行 案内と を 買いました" 

〃駅前の 喫茶店で、 紅茶 一 つ、 アン ミツ 一 つ をた ベ ま 

した。 十 円 チップ を 置きました" 

のぞ 

〃袋 探偵 は 午後 三時 帰宅し ました。 窓から 視 いてみ る 

と、 彼 は 旅行の 準備 をして います， 

〃取調べた ると ころ、 袋 探偵の 買った 切符 は 午後 十 時 

上野 発の 青 森 行 急行であります， 

〃只今 午後 九 時 十七 分です。 袋 猫々 は 玄関 前に 現われ、 

旅行 飽と 毛布と を 自動車に 積み こみ、 助手席に 少年 を 

一 人の せてば あやに 見送られて、 自動車 を 自ら 運転し 



て 出かけました。 方向 は 上野の ようであります ガ 

〃中折帽に 長い 茶色の ォ— バ ー、 猫背で、 茶色の 色 眼 

鏡 を かけた 袋 猫々 は、 黒い 旅行 飽と 灰色の 毛布 を もつ 

て 四 番線の 九 六 列車に 乗 込みました。 列車 は 午後 十 時 

一 分 発車し ました。 袋 猫々 はしき りに 林檎 を かじりな 

がら、 本 を 読んで います， 

〃只今 午後 十 時 十分、 少年が、 猫々 の 自動車 を 運転し 

て 袋 邸に 戻って 来ました。 ばあやが 起きて 来ました。 

自動車 は ガレ— ジに 入れて 錠 を かけました。 少年 は、 

ばあやから チヨ コ レ —， ^の 箱と 林檎 を 三 つもら つ て、 

喜んで 帰つ て 行きました" 



〃ばあやの 部屋の 電灯 も 消え、 邸内の 窓 は 全部 ま つ く 

ら になり ました。 街灯と 門灯 だけが 光って います" 

くし 

報告 は、 櫛の 歯 を ひくよう に、 烏啼天 駆のと ころへ 

集つ てく る。 

しばらくして 大宫 駅から 報告が あって、 袋 探偵 は 座 

席で 毛布に くるま つ て 寝入って いると 知らせて 来た。 

「よかろう。 猫々 め、 暗号文に 釣られて、 とうとう 福 

島 県へ 追 払われ やが つた。 さあ そこで、 こっち は そろ 

そろ 仕事に かかろう」 

烏 啼は盃 を 下にお くと、 のつ そり 立 上って、 碇健ニ 

を はじめ 部下に 目く ばせ した。 



ね」 

「汽車に 乗って ごつ とん ご つ とんと 東京 を 離れて い つ 

たと ころ をみ ると、 気がついて いないよ うだ」 

「あとでお どろく でしよう な。 折角 手に入れた 烏啼の 

重要 書類が、 自分の 留守に なくなって いたんで はね」 

「しかし、 うまく 行き やい いが …… 袋 猫々 の 金庫 は 厳 

重な ことで、 玄人の 間に や 有名 だからな」 

烏啼 はいつ になく 心配 顔で 元気がない。 

しかし 自動車が 袋 邸の 近くで 停り、 さっと 下リ たと 

きの 烏啼 は、 鬼神 もさけ る 体の 〔# 「体の」 は 底本で は 

「底の 匕 颯爽た る 首領ぶ りだつた。 



三時 間、 三時 間 半 ：•：• 三 名人の 顔に 疲労の 色が 浮か 

、、ヽ o 

「まだ かね」 

碇が、 たまり かねて 声をかけた。 

「兄貴、 黙って いて くんね え」 

叱られた。 

「なるほど。 こんなに 時間が かかる ようじ や、 探偵 を 

泊リ がけで 追 払わなければ ならない わけ だ」 

碇は、 退屈の あまり 机の 引出 を あけたり、 本 を 一 冊 

ずつ 手に 取って 開いたり した。 

戸棚から、 先日 彼の 失 つ た鞫を 見つけた とき は、 は つ 
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